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SystemcastWizard Professional V6.0 L24SystemcastWizard Professional V6.0 L24
SystemcastWizard Professional（以下、ScwPro）は、ネットワーク経由でシステムの迅速な復旧や導入時
の構築を支援することで、システム管理者の作業工数削減を支援するイメージバックアップソフトウェアで
す。

本商品を利用することで、対象マシン（ターゲットマシン）のキーボード/マウス/ディスプレイを操作する
ことなく、物理環境/仮想環境（仮想ホストと仮想マシン）のバックアップと故障時の復旧処理、および物
理環境のシステム一括展開（クローニング）が容易に実行できます。

さらに、PRIMERGYとPRIMEQUESTに対しては、ハードウェアの管理機能と連携して電源操作ができるため、管
理サーバ（デプロイメントサーバ）から一連の実行処理が指示できます。
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適応機種　概要適応機種　概要

管理サーバ（デプロイメントサーバ）管理サーバ（デプロイメントサーバ）・・

PRIMERGY

対象マシン（ターゲットマシン）対象マシン（ターゲットマシン）・・

（詳細は動作保証周辺機器、留意事項を参照）（詳細は動作保証周辺機器、留意事項を参照）

PRIMEQUEST 4000シリーズ / PRIMEQUEST 3000/2000シリーズ / PRIMEQUEST 1000シリーズ / FMV / 
PRIMERGY
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適応適応OSOS　概要　概要

管理サーバ（デプロイメントサーバ）管理サーバ（デプロイメントサーバ）・・

Windows Server 2022(64-bit) / Windows Server 2019(64-bit) / Windows Server 2016(64-bit) / 
Windows Server 2012 R2(64-bit) / Windows Server 2012(64-bit)

対象マシン（ターゲットマシン）対象マシン（ターゲットマシン）・・

（詳細は動作保証周辺機器、留意事項を参照）（詳細は動作保証周辺機器、留意事項を参照）

Windows 11(64-bit) / Windows 10(64-bit) / Windows 10 / Windows Server 2022(64-bit) / Windows 
Server 2019(64-bit) / Windows Server 2016(64-bit) / Windows Server 2012 R2(64-bit) / Windows 
Server 2012(64-bit) / Red Hat Enterprise Linux 9 (for Intel64) / Red Hat Enterprise Linux 8 (for
Intel64) / Red Hat Enterprise Linux 7 (for Intel64) / Red Hat Enterprise Linux 6 (for Intel64) /
Red Hat Enterprise Linux 6 (for x86) / Red Hat Enterprise Linux 5 (for Intel64) / Red Hat 
Enterprise Linux 5 (for x86) / VMware
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機能説明機能説明

1. 1. イメージバックアップ機能による確実なシステム復旧イメージバックアップ機能による確実なシステム復旧
システム領域（OS やアプリケーション、各種設定値、データ）を含むディスクやパーティションをまるご
とバックアップするため、一括してシステムを復旧することができます。これにより復旧に要する作業ス
テップ数を減らすことができ、業務再開までのダウンタイムを短縮できます。

Windows のFAT/NTFS形式と、Linux のEXT2/EXT3/EXT4/xfs/Btrfs 形式を自動認識し、実際に使用されてい
る領域のみをバックアップ対象とするため、高速かつ効率よくイメージング処理を行います。

さらに圧縮指定と組み合わせることで、データは約60%のサイズでネットワーク上を流れるため、処理時間
の短縮と格納先のディスク容量の節約が図れます。

イメージバックアップ機能は下記で使用しています。

・ 物理マシンのシステムバックアップと復旧

・ 物理マシンのシステムを一括展開

・ 仮想ホストのシステムバックアップと復旧

・ 仮想マシンのシステムバックアップと復旧

2. VMware vSphere2. VMware vSphere環境のシステムバックアップと復旧環境のシステムバックアップと復旧
VMware vSphere 8.0/7.0/6.7/6.5の仮想ホスト単位、仮想マシン単体でシステムのバックアップが可能で
す。それぞれでバックアップしているため、障害発生の状況に合わせて、必要な範囲のシステム復旧作業を
行うことができます。

(1) 仮想ホスト

構成情報や適用パッチなどを含めた状態で仮想ホストのシステム部分のみをまるごとバックアップしていま
す。障害発生時は、簡単かつ確実に仮想ホストのシステム復旧が可能です。

※ バックアップ/リストア対象の仮想ホストをシャットダウンする必要があります。

※ クローニング（個別情報設定）には対応しておりません。

(2) 仮想マシン

仮想マシン単位のシステムバックアップと復旧にはそれぞれ以下のオプション機能があります。

・仮想マシンのバックアップにおいて、データ領域として使用されているRaw Device Mapping（RDM）を一
括でシステムバックアップの対象外とするか、バックアップ対象ディスクを選択してバックアップすること
ができます。

・仮想マシンのシステム復旧は、既存の仮想マシンの指定ディスクへの「上書き」と、障害で消失した仮想
マシンの「再作成」のいずれかを選択できます。仮想マシンの再作成では、バックアップ時点と同じ構成と
ディスク内容に復旧します。このとき、システム管理者による追加作業が不要となるよう、RDMを自動で再
接続することができます。

・仮想マシンのリモート電源制御も可能です。バックアップ/リストアのスケジュール運用ができます。ま
た、vMotion/HA環境のバックアップ・リストアにも対応しています。

※ バックアップ/リストア対象の仮想マシンをシャットダウンする必要があります。

※ クローニング（個別情報設定）には対応しておりません。

3. 3. 物理マシンのシステムを一括展開物理マシンのシステムを一括展開
動作検証済みのシステム（OSとアプリケーションなど）のハードディスク内容を管理サーバ（デプロイメン
トサーバ）にバックアップして、複数の対象マシン（ターゲットマシン）へ同時に複製する機能です。対象
マシン（ターゲットマシン）が物理マシンの場合に使用できます。

イメージバックアップ機能により作成したマスタイメージを、マルチキャスト技術を用いた通信方式「Syst
emcast方式」に対応した高速リストアエンジンによって、対象マシン（ターゲットマシン）の台数に関係な
く一回分のイメージ配信にて一括導入することが可能です。データ転送プロファイル設定機能によって、多
様なLAN環境に対して安定したデータ転送を実現します。
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さらに展開したマシン毎に、コンピュータ名やネットワーク設定（IPアドレス）の変更、コマンド実行など、
あらかじめ設定された個別情報に従った自動処理が可能です。ScwProのクライアントエージェントを導入す
ることで、任意のコマンド実行やファイル配布などの機能も組み合わせが可能であるため、個別の要件に応
じたソフトウェア再設定処理を自動化できます。

4. 4. 管理コンソール（デプロイメントコンソール）による一元管理管理コンソール（デプロイメントコンソール）による一元管理
物理マシン（サーバやPCといった異なる機種）と仮想環境（仮想ホストや仮想マシン）の混在や、Windows/
Linuxの違いを意識することなく、管理コンソール（デプロイメントコンソール）にて一元管理が可能です。

管理コンソール（デプロイメントコンソール）において、対象マシン（ターゲットマシン）は物理的に階層
化/論理的にグループ化してグラフィカルに表示/管理することが可能です。さらに対象マシンのバックアッ
プやリストアの実行、バックアップしたイメージファイルやリモートスクリプトなどの資源管理といったSc
wProの全機能が操作できます。

管理コンソール（デプロイメントコンソール）は管理サーバ（デプロイメントサーバ）の一機能として提供
されます。

5. PRIMEQUEST5. PRIMEQUESTのハードウェア制御機能のハードウェア制御機能
PRIMEQUEST上で動作しているシステム単位で、管理LAN経由でシステムのバックアップと復旧が可能です。
また、PRIMEQUESTのMMBに対応しているため、システム構成情報の自動取込み、電源操作やネットワークブー
ト指示などのリモート制御機能が利用できます（注）。これによって、管理サーバ（デプロイメントサーバ）
から一連の作業が実行できるため、PRIMEQUESTのバックアップ運用が効率的に行えます。

管理コンソール（デプロイメントコンソール）からPRIMERGYとPRIMEQUESTを同時に管理することができます。

（注）PRIMEQUEST 4000シリーズはMMBが搭載されていないため、MMBを利用したPRIMEQUESTの操作や機能は
利用できません。

6. 6. ブートエージェントブートエージェント
物理マシンのシステムバックアップ/リストアを行う時、物理マシンをネットワークで起動（PXE）します。
この時に利用するブートイメージがブートエージェントです。

ブートエージェントには、以下の2種類があります。

・Windows PEブートエージェント

・Linuxブートエージェント

Windowsが動作する物理マシンをバックアップ/リストアを行う場合は、Windows PEブートエージェントを利
用します。Windows PEブートエージェントは、Microsoft社が公開しているツールを利用して作成する必要
があります。

VMware vSphereの仮想ホストやRed Hat Enterprise Linux等、Windows以外が動作する物理マシンのバック
アップ/リストアを行う場合は、Linuxブートエージェントを利用します。Linuxブートエージェントは本製
品で用意しています。
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システムシステム//機能構成図機能構成図
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新規機能新規機能

V6.0 L23からV6.0 L24 への機能強化項目は、以下のとおりです。

1. 1. 最新の最新のWindowsWindowsのバックアップのバックアップ//リストアに対応リストアに対応
Windows 11 バージョン23H2のバックアップ/リストア、システムの一括展開に対応しました。

2. 2. 最新の最新のRed Hat Enterprise LinuxRed Hat Enterprise Linuxのバックアップのバックアップ//リストアに対応リストアに対応
Red Hat Enterprise Linux 8.8、Red Hat Enterprise Linux 8.9、Red Hat Enterprise Linux 9.2、Red 
Hat Enterprise Linux 9.3のバックアップ/リストア、システムの一括展開に対応しました。

3. 3. 最新の最新のvSphere ESXivSphere ESXiのバックアップのバックアップ//リストアに対応リストアに対応
VMware ESXi 8.0 Update2の仮想ホスト単位、仮想マシン単体でシステムのバックアップ/リストアに対応し
ました。

4. Windows 114. Windows 11用用ADKADKに対応に対応
Windows 11 バージョン22H2用ADKを使用するWindows PEブートエージェントの作成/カスタマイズに対応し
ました。
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標準添付品標準添付品

オンラインマニュアルオンラインマニュアル・・

SystemcastWizard Professional V6.0 L24 ユーザーズガイド・・
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商品体系商品体系

・SystemcastWizard Professional メディアパック (32bit) V6.0 L24

・SystemcastWizard Professional Manager サーバライセンス V6.0

・SystemcastWizard Professional Agent for Workstation 1ライセンス V6.0

・SystemcastWizard Professional Agent for Workstation 1ライセンス（ブートメディアオプション付
き）V6.0

・SystemcastWizard Professional Agent for Server サーバライセンス V6.0

・SystemcastWizard Professional Agent for Server サーバライセンス（ブートメディアオプション付
き）V6.0

・SystemcastWizard Professional Agent for Virtual Machine 仮想サーバライセンス V6.0

・SystemcastWizard Professional Agent for Virtual Environment プロセッサライセンス V6.0
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購入方法購入方法

1. 1. メディアパックについてメディアパックについて
メディアパックは、媒体（CD/DVD等）のみの提供です。使用権は許諾されておりませんので、別途、ライセ
ンスを購入する必要があります。また、商品の導入にあたり、最低1本のメディアパックが必要です。バー
ジョンアップ／レベルアップを目的に本メディアパックのみを手配することはできません。

2. 2. 管理サーバ（デプロイメントサーバ）のライセンス商品について管理サーバ（デプロイメントサーバ）のライセンス商品について
「Manager サーバライセンス」は、管理サーバ（デプロイメントサーバ）1台分のサーバライセンス商品で
す。管理サーバ（デプロイメントサーバ）を複数台設置する場合は、設置する台数分の「Manager サーバラ
イセンス」を購入してください。

「Manager サーバライセンス」には、バックアップ/リストア/一括展開の対象となるターゲットマシンのラ
イセンスは含まれません。ターゲットマシンの環境と台数にあわせて別途、ライセンスをご購入ください。

3. 3. 物理環境における対象マシン（ターゲットマシン）のライセンス商品について物理環境における対象マシン（ターゲットマシン）のライセンス商品について
物理環境は、SystemcastWizard Professionalの対象マシン（ターゲットマシン）となる機種と、ブートメ
ディアオプションの有無により、購入するライセンスが決まります。

ブートメディアオプションの有無にかかわらず、対象マシンのバックアップ・リストア・システムの一括展
開が可能です。

ブートメディアを使用する場合には、ブートメディアオプション付きのライセンスを購入してください。

ブートメディアオプション付きのライセンスは、対象マシンがWindows OSの場合のみ利用できます。

下記4種類のライセンスから適切な商品を台数分ご購入ください。

詳細は、該当する「購入方法」をご参照ください。

4. 4. 仮想環境における対象マシン（ターゲットマシン）のライセンスについて仮想環境における対象マシン（ターゲットマシン）のライセンスについて
仮想環境における対象マシン（ターゲットマシン）のライセンスには、2つの購入方法(注1)があります。
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詳細は「購入方法」の下記をご参照ください。

・ 【仮想環境-1】 仮想ホスト単位でまとめてライセンスを購入

・ 【仮想環境-2】 仮想マシン単位でライセンスを購入

システム保護対象がVMware vSphere 8.0/7.0/6.7/6.5環境の場合に、ご利用いただけます。

仮想マシンのシステムは、以下を対象としています。

・Windows Server 2022 Standard / Datacenter

・Windows Server 2019 Standard / Datacenter

・Windows Server 2016 Standard / Datacenter

・Windows Server 2012 R2 Standard / Datacenter / Foundation

・Windows Server 2012 Standard / Datacenter / Foundation

・Red Hat Enterprise Linux 9

・Red Hat Enterprise Linux 8

・Red Hat Enterprise Linux 7

・Red Hat Enterprise Linux 6

・Red Hat Enterprise Linux 5

・SUSE Linux Enterprise Server 12

・vCenter Server Appliance(vCSA) 8.0/7.0/6.7/6.5

・vCenter Server 6.7/6.5

システム保護対象とする仮想マシンが頻繁に増減する環境の場合、【仮想環境-1】の購入方法を推奨します。

注1： 上記【仮想環境-1】【仮想環境-2】の購入方法を混在して使用することはできません。ScwProのター
ゲットマシンとなる仮想ホストと仮想マシンの構成や台数、また将来のシステム増設などをふまえ、十分ご
検討のうえ購入方法をお選びください。購入後の切り替えを行うには、改めて該当するライセンス商品をご
購入いただく必要があります（価格の優遇はございません）のでご注意ください。

5. 5. 【物理環境【物理環境1-11-1】】  対象マシン（ターゲットマシン）が対象マシン（ターゲットマシン）がPRIMERGYPRIMERGYややPRIMEQUESTPRIMEQUESTの場合の場合
「Agent for Server サーバライセンス」は、PRIMERGYやPRIMEQUESTをシステム保護対象とする場合、その
対象マシン（ターゲットマシン）1台分のサーバライセンス商品です。

ターゲットマシンがPRIMERGYブレードサーバの場合、サーバブレード1枚に対して「Agent for Server サー
バライセンス」を1本購入してください。PRIMEQUESTの場合は、PRIMEQUEST上で動作しているシステム1つに
対して「Agent for Server サーバライセンス」を1本購入してください。

PRIMERGYに対してシステムの一括展開（クローニング）を行う場合は、マスタイメージを取得するマシンと、
展開先の対象マシン（マスタイメージを展開する全てのターゲットマシン）の総台数分の「Agent for 
Server サーバライセンス」を購入してください。クローニングを実行したあとの「Agent for Server サー
バライセンス」は、そのまま対象マシンのバックアップ/リストアにご利用いただけます。
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例：対象マシンが例：対象マシンがPRIMERGYPRIMERGYややPRIMEQUESTPRIMEQUESTの場合の場合

[ POINT ]

PRIMEQUESTは動作しているシステム数分、PRIMERGY（ブレードサーバ）はサーバブレードの枚数分、PRIMER
GY（ブレードサーバ以外）は台数分の「Agent for Server サーバライセンス」が必要になります。

6. 6. 【物理環境【物理環境1-21-2】】  対象マシン（ターゲットマシン）が対象マシン（ターゲットマシン）がPRIMERGYPRIMERGYややPRIMEQUESTPRIMEQUESTの場合（ブートメの場合（ブートメ
ディアオプション付き）ディアオプション付き）
「Agent for Server サーバライセンス（ブートメディアオプション付き）」は、PRIMERGYやPRIMEQUESTを
システム保護対象とする場合、その対象マシン（ターゲットマシン）1台分のサーバライセンス商品です。
【物理環境-1-1】の許諾範囲に加え、システム復旧用のブートメディアを使用する権利が付属します。

ターゲットマシンがPRIMERGYブレードサーバの場合、サーバブレード1枚に対して本ライセンスを1本購入し
てください。PRIMEQUESTの場合は、PRIMEQUEST上で動作しているシステム1つに対して本ライセンスを1本購
入してください。

PRIMERGYに対してシステムの一括展開（クローニング）を行う場合は、マスタイメージを取得するマシンと、
展開先の対象マシン（マスタイメージを展開する全てのターゲットマシン）の総台数分、本ライセンスを購
入してください。本ライセンスを保有することで、バックアップ・リストアもご利用いただけます。
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例：対象マシンが例：対象マシンがPRIMERGYPRIMERGYで、うち一台のブートメディアを作成する場合で、うち一台のブートメディアを作成する場合

[ POINT ]

ブートメディアを添付する台数分の「Agent for Server サーバライセンス（ブートメディアオプション付
き）」が必要です。例ではPRIMERGY用のブートメディアを作成しています。

台数の数え方は、PRIMEQUESTは動作しているシステム数、PRIMERGY（ブレードサーバ）はサーバブレードの
枚数、PRIMERGY（ブレードサーバ以外）は実台数で、「Agent for Server サーバライセンス」と同じ数え
方です。

なお、ブートメディアはWindowsサーバOSが動作する対象マシンのみ利用できます。Red Hat Enterprise Li
nuxやVMware vSphereが動作している対象マシンでは利用できません。

7. 7. 【物理環境【物理環境2-12-1】】  対象マシン（ターゲットマシン）が法人向け対象マシン（ターゲットマシン）が法人向けPCPCやタブレットやタブレットPCPCの場合の場合
「Agent for Workstation 1ライセンス」は、法人向けPCやタブレットPCをシステム保護対象とする場合、
その対象マシン（ターゲットマシン）1台分のライセンス商品です。

法人向けPCやタブレットPCに対してシステムの一括展開（クローニング）を行う場合は、マスタイメージを
取得するマシンと、展開先の対象マシン（マスタイメージを展開する全てのターゲットマシン）の総台数分
の「Agent for Workstation 1ライセンス」を購入してください。クローニングを実行したあとの「Agent 
for Workstation 1ライセンス」は、そのまま対象マシンのバックアップ/リストアにご利用いただけます。
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例：対象マシンが法人向け例：対象マシンが法人向けPCPCやタブレットやタブレットPCPCの場合の場合

[ POINT ]

マスタイメージを取得するマスタマシンと、展開先の対象マシン（マスタイメージを展開する全てのター
ゲットマシン）の総台数分の「Agent for Workstation 1ライセンス」が必要になります。

8. 8. 【物理環境【物理環境2-22-2】】  対象マシン（ターゲットマシン）が法人向け対象マシン（ターゲットマシン）が法人向けPCPCやタブレットやタブレットPCPCの場合（ブーの場合（ブー
トメディアオプション付き）トメディアオプション付き）
「Agent for Workstation 1ライセンス（ブートメディアオプション付き）」は、法人向けPC/タブレットPC
をシステム保護対象とする場合、その対象マシン（ターゲットマシン）1台分のライセンス商品です。【物
理環境-2-1】の許諾範囲に加え、システム復旧用のブートメディアを使用する権利が付属します。

法人向けPCやタブレットPCに対してシステムの一括展開（クローニング）を行う場合で、ブートメディアを
展開先の対象マシン用のブートメディアを作成する場合、ブートメディアの枚数に関わらず、展開先の対象
マシン（マスタイメージを展開する全てのターゲットマシン）の総台数分のライセンスを購入してください。
本ライセンスを保有することで、バックアップ・リストアもご利用いただけます。
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例：対象マシンが法人向け例：対象マシンが法人向けPCPCやタブレットやタブレットPCPCの場合（ブートメディア使用権付き）の場合（ブートメディア使用権付き）

[ POINT ]

ブートメディアを作成する場合、展開先の対象マシン（マスタイメージを展開する全てのターゲットマシン）
の総台数分の「Agent for Workstation 1ライセンス」が必要になります。

9. 9. 【仮想環境【仮想環境-1-1】】  仮想ホスト単位でまとめてライセンスを購入仮想ホスト単位でまとめてライセンスを購入
「Agent for Virtual Environment プロセッサライセンス」は、システム保護対象とする仮想ホストに搭載
しているCPU（ソケット単位）1つ分のプロセッサライセンス商品です。システム保護対象とする仮想ホスト
に搭載しているCPU（ソケット）総数分の「Agent for Virtual Environment プロセッサライセンス」を購
入してください。

「Agent for Virtual Environment プロセッサライセンス」のシステム保護対象には、仮想マシンが含まれ
るため「Agent for Virtual Machine 仮想サーバライセンス」の追加購入は不要です。増設した仮想マシン
をシステム保護対象とする場合も、追加購入は不要です。

増設した仮想ホストをシステムの保護対象とする場合は、その仮想ホストに搭載しているCPU（ソケット）
総数分のプロセッサライセンスを追加購入してください。
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例：仮想ホスト単位でまとめてライセンスを購入例：仮想ホスト単位でまとめてライセンスを購入

[ POINT ]

システム保護対象とする仮想ホストに搭載しているCPU（ソケット）総数分の「Agent for Virtual 
Environment プロセッサライセンス」が必要になります。システム保護対象には、仮想マシンが含まれるた
め「Agent for Virtual Machine 仮想サーバライセンス」の購入は不要です。

システム保護対象の仮想マシンの総台数に依存しないライセンス形態であるため、増設した仮想マシンをシ
ステム保護対象とする場合も、製品の追加購入は必要ありません。

なお、VMware vSphere vMotion、vSphere DRS、vSphere HA 機能を使用する場合仮想マシンの移動先になり
うる仮想ホストの分だけライセンスの購入が必要です。

10. 10. 【仮想環境【仮想環境-2-2】】  仮想マシン単位でライセンスを購入仮想マシン単位でライセンスを購入
「Agent for Virtual Machine 仮想サーバライセンス」は、システム保護対象とする仮想マシン1台分の仮
想サーバライセンス商品です。システム保護対象とする仮想マシンの総台数分の仮想サーバライセンスが必
要です。

「Agent for Virtual Machine 仮想サーバライセンス」のシステム保護対象に仮想ホストは含まれません。
仮想ホストをシステム保護対象とする場合、台数分の「Agent for Server サーバライセンス」を別途ご購
入ください。
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例：仮想マシン単位でライセンスを購入例：仮想マシン単位でライセンスを購入

[ POINT ]

システム保護対象とする仮想マシンの総台数分の「Agent for Virtual Machine 仮想サーバライセンス」が
必要になります。また仮想ホストをシステム保護対象とする場合、「Agent for Server サーバライセンス」
が必要になります。

システム保護対象の仮想マシンの総台数に依存するライセンス形態であるため、増設した仮想マシンをシス
テム保護対象とする場合には、「Agent for Virtual Machine 仮想サーバライセンス」を追加購入する必要
があります。

なお、VMware vSphere vMotion、vSphere DRS、vSphere HA 機能を使用する場合でも、仮想マシンに紐づく
ライセンスのため購入数は同じです。

11. 11. 既に既にDatacloningWizardDatacloningWizardのライセンスをお持ちの場合のライセンスをお持ちの場合
DatacloningWizard for Server V6.1/V6.0、DatacloningWizard for Workstation V6.0のライセンスを保有
している場合、そのライセンスを適用したコンピュータ(物理マシン、VMware ESXi仮想マシン)を、本商品
の対象マシン(ターゲットマシン)としてバックアップ/リストアを行うことができます。
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例：例：DatacloningWizard V6.0DatacloningWizard V6.0のライセンスを保有している場合のライセンスを保有している場合

[ POINT ]

DatacloningWizard for Workstation V6.0、DatacloningWizard for Server V6.1/V6.0のライセンスを適用
しているコンピュータを対象マシン(ターゲットマシン)とする場合は、対象マシンのライセンスの購入は不
要です。

・SystemcastWizard Professional Agent for Workstation 1ライセンス V6.0

・SystemcastWizard Professional Agent for Server サーバライセンス V6.0

・SystemcastWizard Professional Virtual Machine 仮想サーバライセンス V6.0

12. OS12. OSやアプリケーションのライセンスについてやアプリケーションのライセンスについて
システムの一括展開（クローニング）を行う場合、OSやアプリケーションの各ライセンスに従って、マスタ
マシンとクローニング対象マシンの台数分を購入してください。

1つのマスタイメージを用いて複数の装置へ展開する場合、マスタイメージは、プレインストールではなく
ボリュームライセンス用のメディアとライセンスで作成(注1)してください。

Windows Serverの場合、プレインストールモデルのメディアとライセンスで作成したマスタでも、OSのライ
センス規約上は展開可能ですが、OSの仕様上、運用の手番が増えるため推奨いたしません。

詳細につきましては、「留意事項」の「Windows Server プレインストールモデルを利用した大量展開につ
いて」をご参照ください。

注1： ディスクレスモデル＋ボリュームライセンス用メディア＋ボリュームライセンス用ライセンス

13. Windows13. WindowsののCALCALについてについて
Windows Server上に管理サーバ（デプロイメントサーバ）をインストールして運用する場合、以下の機能に
ついて利用本数分、Windows ServerのCALを購入してください。
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例：例：WindowsWindowsののCALCALが必要な機能が必要な機能

14. V4.014. V4.0以降の商品からのバージョンアップ以降の商品からのバージョンアップ//レベルアップについてレベルアップについて
V4.0以降の本商品をお持ちの場合は、有償サポート・サービス「SupportDesk」のサービスの一環として、
最新バージョン/レベルをご提供いたします。（お客様からのご要求が必要です。）

「SupportDesk」を導入されていない場合は、新バージョン／レベル商品を改めてご購入頂く必要がありま
す（価格の優遇はございません）のでご注意ください。

なお、「SupportDesk」の詳細については、弊社営業/SEにお問合せください。
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関連ソフト関連ソフト

1. 1. スタンドアロン環境でバックアップスタンドアロン環境でバックアップ//リストアを行う場合リストアを行う場合
PRIMERGY/PRIMEQUEST/VMware ESXi仮想マシン/Hyper-V仮想マシンをスタンドアロン環境でバックアップ/リ
ストアを行う場合は、以下の商品をご利用ください。

- DatacloningWizard for Server V6.1

法人向けPCをスタンドアロン環境でのバックアップ/リストアを行う場合は、以下の商品をご利用くださ
い。

- DatacloningWizard for Workstation V6.0

DatacloningWizard for Server V6.1/V6.0、DatacloningWizard for Workstation V6.0のライセンスを購入
されたお客様は、そのライセンスを適用した物理マシン/VMware ESXi仮想マシンを、本商品の対象マシン
(ターゲットマシン)としてバックアップ/リストアを行うことができます。
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動作保証周辺機器動作保証周辺機器

1. 1. 対象マシン（ターゲットマシン）の機種情報対象マシン（ターゲットマシン）の機種情報  （（20242024年年44月現在）月現在）
(1) 2012年以降に出荷したPRIMERGY

(2) 2015年以降に出荷した法人向けPC・タブレットPC

(3) PRIMEQUEST 1000シリーズ  (注1)

(4) PRIMEQUEST 2000シリーズ  (注2) (注3) (注4)

(5) PRIMEQUEST 3000シリーズ

(6) PRIMEQUEST 4000シリーズ

(7) 他社機  (注5)

詳細な機種名や留意事項については、以下のホームページをご覧ください。

https://www.fujitsu.com/jp/software/scw/

注1：動作保証するハードウェア構成は1パーティションあたりGSPBは1個まで、かつ、搭載するFCカードは4
枚まで。これを超えるハードウェア構成の場合は、弊社営業/SEにお問合せください。

注2：動作保証するハードウェア構成は1パーティションあたりIOUは2個まで。これを超えるハードウェア構
成の場合は、弊社営業/SEにお問合せください。

注3：拡張LANカードからネットワークブートを行う場合は、カードの搭載位置や使用するポートに利用制限
があるため、弊社営業/SEにお問合せください。

注4：Extended Partitioning機能を使用したシステムをバックアップ/リストアする場合は、弊社営業/SEに
お問合せください。

注5：弊社営業/SEにお問合せください。

2. 2. 最新機種の動作確認情報について最新機種の動作確認情報について
最新機種の動作確認情報、詳細な留意事項(注)については、以下のホームページをご覧ください。

https://www.fujitsu.com/jp/software/scw/

注： Windows PEブートエージェントへのドライバ追加の要否や、リモートからの電源制御(電源オンまたは
電源オフ)ができないなど、機種毎の留意事項を記載しています。
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留意事項留意事項

1. Windows 1. Windows サーバサーバOS(64-bit)OS(64-bit)上での動作上での動作
(1) 管理サーバ（デプロイメントサーバ）機能

本商品の管理サーバ（デプロイメントサーバ）機能は、以下のOSのWOW64(注)サブシステム上で、32ビット
アプリケーションとして動作します。

- Windows Server 2022

- Windows Server 2019

- Windows Server 2016

- Windows Server 2012 R2

- Windows Server 2012

注： Windows 32-bit On Windows 64-bit

(2) クライアントエージェント機能

本商品のクライアントエージェント機能は、以下のOS上で、64ビットアプリケーションとして動作します。

- Windows Server 2022

- Windows Server 2019

- Windows Server 2016

- Windows Server 2012 R2

- Windows Server 2012

2. Windows 2. Windows デスクトップデスクトップOS (64-bit)OS (64-bit)上での動作上での動作
本商品のクライアントエージェント機能は、以下のOS上で、64ビットアプリケーションとして動作します。

- Windows 11(64-bit)

- Windows 10(64-bit)

3. 3. 管理サーバ（デプロイメントサーバ）のディスク容量について管理サーバ（デプロイメントサーバ）のディスク容量について
システムバックアップで作成されるイメージファイルは、数十GB以上になる場合があります。管理サーバ
（デプロイメントサーバ）のディスク空き容量は十分に確保しておいてください。

4. 4. 管理サーバ（デプロイメントサーバ）の対象管理サーバ（デプロイメントサーバ）の対象OSOSと機能と機能
管理サーバ（デプロイメントサーバ）上の管理コンソール（デプロイメントコンソール）より、対象マシン
のバックアップやリストアの実行、バックアップしたイメージファイルやリモートスクリプトなどの資源管
理といったScwProの全機能が操作できます。以下のOSを対象としています。

・Windows Server 2022 Standard / Datacenter

・Windows Server 2019 Standard / Datacenter

・Windows Server 2016 Standard / Datacenter

・Windows Server 2012 R2 Standard / Datacenter / Foundation

・Windows Server 2012 Standard / Datacenter / Foundation

5. 5. ターゲットマシンの対象ターゲットマシンの対象OSOSと機能差と機能差
(1) バックアップ/リストア、システムの一括展開の対象OS

構築済みのシステムのバックアップ/リストア、システムの一括展開（クローニング）が可能です。以下のO
Sを対象としています。

各OSをバックアップ／リストア、システムの一括展開を行う場合の留意事項については、以下のホームペー
ジの動作環境も参照してください。
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https://www.fujitsu.com/jp/software/scw/

・Windows Server 2022 Standard / Datacenter (注2) (注4) (注5)

・Windows Server 2019 Standard / Datacenter (注2) (注4) (注5)

・Windows Server 2016 Standard / Datacenter (注2) (注4) (注5)

・Windows Server 2012 R2 Standard / Datacenter / Foundation  (注2) (注4)

・Windows Server 2012 Standard / Datacenter / Foundation  (注2) (注4)

・Windows 11 / Pro / Enterprise  (注4)

・Windows 10 / Pro / Enterprise  (注4)

・Red Hat Enterprise Linux 9  (注3)

・Red Hat Enterprise Linux 8  (注3)

・Red Hat Enterprise Linux 7  (注3)

・Red Hat Enterprise Linux 6  (注3)

・Red Hat Enterprise Linux 5  (注3)

・SUSE Linux Enterprise Server 12  (注1)

注1：個別情報設定機能には対応しておりません。

注2：次のダイナミックボリュームで構成されるダイナミックディスクには対応していません。

- スパンボリューム

- ストライプボリューム

- ミラーボリューム

- RAID-5ボリューム

なお、ダイナミックディスクのうちシンプルボリュームについては、RAW モードを指定することによりハー
ドディスク全体に対するバックアップ/リストアが可能です。

注3：Red Hat Enterprise Linuxで取り扱い可能なLVMには対応していません。

注4：記憶域プールを構成するディスク、および記憶域(Storage Spaces, Storage Spaces Direct)として作
成された仮想ディスクには対応していません。

注5：nano Serverには対応しておりません。

(2) クライアントエージェントが動作可能なOS

・Windows Server 2022 Standard / Datacenter (注5)

・Windows Server 2019 Standard / Datacenter (注5)

・Windows Server 2016 Standard / Datacenter (注5)

・Windows Server 2012 R2 Standard / Datacenter / Foundation

・Windows Server 2012 Standard / Datacenter / Foundation

・Windows 11 / Pro / Enterprise

・Windows 10 / Pro / Enterprise

・Red Hat Enterprise Linux 9

・Red Hat Enterprise Linux 8

・Red Hat Enterprise Linux 7

・Red Hat Enterprise Linux 6

・Red Hat Enterprise Linux 5

・SUSE Linux Enterprise Server 12
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(3) 使用域バックアップの対象ファイルシステム(実際に使用しているデータ部分の認識が可能なファイル
システムタイプ)

・FAT12 / FAT16 / FAT32 / NTFS / NTFS5 (注1) (注2)

・EXT2 / EXT3 / EXT4 / xfs / Btrfs / LinuxSwap (注1) (注3) (注4) (注6)

注1：記載のファイルシステム以外の区画データは、全域を指定して区画全体を処理対象とするか、RAW モー
ドを指定してディスク全体を処理対象とすることにより、バックアップ/ リストアが可能ですが、OS起動後
のシステム動作は保証しません。

注2：Windows NT Version 3.51 以前の環境で作成したNTFS区画については、動作保証していません。

注3：Linux LILO/GRUB をMBRに含む構成のハードディスクには対応しておりますが、一部のデータ保護ソフ
トを利用した環境や、特殊なブートローダをインストールしたマルチブート環境では、通常のMBR領域や
ファイル領域以外にデータを保存するものがあります。このような環境では、上記記載のファイルシステム
の区画データであっても、使用域のみのバックアップ/リストアの結果が保証されない場合があります。お
使いの環境での事前の動作検証を推奨します。問題がある場合は、RAW モードを指定してディスク全体を処
理するか、あるいは、問題となるソフトウェアで環境を再設定してください。

注4：EXT4ファイルシステムは、Red Hat Enterprise Linux 6,7,8 および 9、SUSE Linux Enterprise 
Server 12 で作成された環境のみがサポート対象です。

注5：nano Serverには対応しておりません。

注6：Btrfs ファイルシステムは、SUSE Linux Enterprise Server 12で作成された環境のみがサポート対象
です。また、パーティションサイズ固定のみの対応となります。

6. VMware 6. VMware をターゲットとしたシステムのバックアップをターゲットとしたシステムのバックアップ//リストアリストア
各種留意事項(注)については、以下のホームページをご覧ください。

  https://www.fujitsu.com/jp/software/scw/environment/

注 仮想マシンハードウェアバージョン等について記載しています。

(1) ESXi 8.0/7.0/6.7/6.5の場合

ESXi 8.0/7.0/6.7/6.5 (VMware vSphere 8.0/7.0/6.7/6.5) の仮想ホスト単位のバックアップ/リストア、
仮想マシン単位でのバックアップ/リストアが可能です。

※ バックアップ/リストア対象の仮想ホスト、仮想マシンをシャットダウンする必要があります。

※ 仮想ホスト、仮想マシンのクローニング（個別情報設定）には対応しておりません。

(2) ESX 3.0/3.5/4.0/4.1、ESXi 4.1/5.0/5.1/5.5/6.0の場合

VMware ESX 3.0/ESX 3.5/ESX 4.0/ESX 4.1/ESXi 4.1 (VMware vSphere 4)/ESXi 5.0 (VMware vSphere 
5)/ESXi 5.1 (VMware vSphere 5.1)/ESXi 5.5 (VMware vSphere 5.5)/ESXi 6.0 (VMware vSphere 6.0)の
バックアップ/リストアには対応しておりません。

7. vSphere Virtual Disk Development Kit7. vSphere Virtual Disk Development Kit（（VDDKVDDK）バージョン）バージョン 7.0 U3 7.0 U3およびおよび8.0 U28.0 U2を利用する場を利用する場
合の留意事項合の留意事項
VDDK バージョン7.0 U3(7.0.3)および8.0 U2(8.0.2)を使用して仮想マシン単位のバックアップ／リストア
を行う場合、仮想マシンに接続されている以下のディスクはバックアップ／リストアできません。バック
アップ／リストアを行う場合は、VDDK バージョン6.7 U3(6.7.3)を使用してください。

・Rawデバイスマッピング（RDM）ディスク

・ディスクモードが独立型に設定されている仮想ディスク

8. Hyper-V8. Hyper-Vをターゲットとしたシステムのバックアップをターゲットとしたシステムのバックアップ//リストアリストア
Hyper-Vの仮想ホスト上の仮想マシンを含めてまるごとバックアップが可能です。また障害発生時は、仮想
マシンを含めてまるごと復旧することができます。 (注1) (注2)

注1：仮想ホスト(システムのみ)単位、仮想マシン単位のバックアップ/リストアには対応していません。

注2：仮想ホスト、仮想マシンのクローニング（個別情報設定）には対応しておりません。
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9. Windows Server 2012, Windows Server 2012 R2, Windows Server 2016, Windows Server 9. Windows Server 2012, Windows Server 2012 R2, Windows Server 2016, Windows Server 
2019,  Windows Server 2022 2019,  Windows Server 2022 で使用する場合の注意事項についてで使用する場合の注意事項について
Windows Server 2012, Windows Server 2012 R2, Windows Server 2016, Windows Server 2019, Windows 
Server 2022 で作成可能な、ReFSファイルシステムの使用域バックアップには対応していません。

10. Red Hat Enterprise Linux 710. Red Hat Enterprise Linux 7で使用する場合の注意事項についてで使用する場合の注意事項について
Red Hat Enterprise Linux 7で使用する場合には以下の注意事項があります。

- Btrfsファイルシステムの使用域バックアップには対応していません。

11. 11. ブートエージェントについてブートエージェントについて
Windowsが動作する物理マシンのバックアップ/リストアを行う場合は、Windows PEブートエージェントを利
用してください。

VMware vSphereの仮想ホストやRed Hat Enterprise Linux等、Windows以外が動作する物理マシンのバック
アップ/リストアを行う場合は、Linuxブートエージェントを利用してください。

12. Windows12. Windowsが動作する物理マシン用のが動作する物理マシン用のWindows PEWindows PEについてについて
Windowsが動作する物理マシンをターゲットマシンとする場合は、あらかじめ下記のMicrosoft社が提供する
ツールキットを使用してWindows PEのセットアップを行う必要があります（V6.0L21より、PRIMERGY/PRIMEQ
UEST 向けのWindows PE についても必要となりました）。

詳細については、本製品のユーザーズガイドをご参照ください。

(2024年4月現在)

(1) ターゲットマシンが2023年10月以降に発表された法人向けパソコン／タブレットの場合

以下のサイトからWindows PE 作成用ツールキットをダウンロードし、管理サーバ（デプロイメントサーバ）
にインストールしてください。

- Windows 11 バージョン 22H2用ADK、Windows 11 バージョン 22H2用ADKのWindows PE アドオン

https://developer.microsoft.com/ja-jp/windows/hardware/windows-assessment-deployment-kit

(2) ターゲットマシンが2020年12月以降に発表されたPRIMERGY シリーズ、PRIMEQUEST 4000 シリーズ、202
1年1月～2023年9月に発表された法人向けパソコン／タブレットの場合

以下のサイトからWindows PE 作成用ツールキットをダウンロードし、管理サーバ（デプロイメントサーバ）
にインストールしてください。

- Windows 10 バージョン 2004用Windows ADK、Windows PE アドオン (ADK用) バージョン 2004

https://developer.microsoft.com/ja-jp/windows/hardware/windows-assessment-deployment-kit

(3) ターゲットマシンが2014年5月～2020年11月に発表されたPRIMERGY シリーズ、PRIMEQUEST 3000 シリー
ズ、PRIMEQUEST 2000 シリーズ（2016 年6 月発表モデル）、2017年7月～2021年1月に発表された法人向け
パソコン／タブレットの場合

以下のサイトからWindows PE 作成用ツールキットをダウンロードし、管理サーバ（デプロイメントサーバ）
にインストールしてください。

- ADK for Windows 10 バージョン 1709

https://developer.microsoft.com/ja-jp/windows/hardware/windows-assessment-deployment-kit

(4) ターゲットマシンが2013年～2014年4月に発表されたPRIMERGY シリーズ、PRIMEQUEST 2000 シリーズ
（2015年5月までの発表モデル）、2013年10月～2017年6月に発表された法人向けパソコン／タブレットの場
合
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以下のサイトからWindows PE 作成用ツールキットをダウンロードし、管理サーバ（デプロイメントサーバ）
にインストールしてください。

- Windows(R) 8.1 Update用 Windows アセスメント & デプロイメント キット

https://developer.microsoft.com/ja-jp/windows/hardware/windows-assessment-deployment-kit

(5) ターゲットマシンが2012年10月～2013年9月に出荷された法人向けパソコン／タブレットの場合

以下のサイトからWindows PE 作成用ツールキットをダウンロードし、管理サーバ（デプロイメントサーバ）
にインストール してください。

- Windows(R) 8 用Windows アセス メント& デプロイメントキット(Windows ADK)

https://developer.microsoft.com/ja-jp/windows/hardware/windows-assessment-deployment-kit

(6) ターゲットマシンが2012年以前に発表されたPRIMERGY シリーズ、PRIMEQUEST 1000 シリーズ、2012年9
月以前に発表された法人向けパソコン／タブレットの場合

以下のサイトからWindows PE 作成用ツールキットおよび補足プログラムをダウンロードし、管理サーバ
（デプロイメントサーバ）にインストールしてください。

- Windows(R) 7 用のWindows(R) 自動インストール キット（AIK）

https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=5753

- Windows(R) 7 SP1 用のWindows(R) 自動インストール キット（AIK）補足プログラム

https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=5188

※Microsoft社からの公開が終了したツールを利用する機種の対応については、SystemcastWizard Professi
onal製品情報（https://www.fujitsu.com/jp/software/scw/）の「動作環境」ページをご覧ください。

13. 13. システムの大量展開についてシステムの大量展開について
Windowsシステムを1つのマスタイメージを用いて複数の装置へ展開する場合には、Microsoft社から提供さ
れているSysprepツールが必要です。

- Windows Server 2008以降、またはWindows 7以降の場合、SysprepツールはOSセットアップ時にシステム
フォルダに格納されています。

14. 14. クライアントエージェントと個別情報設定についてクライアントエージェントと個別情報設定について
(1) ターゲットマシンのOSがWindowsの場合

システムの一括展開（クローニング）を行う場合、事前設定プログラムを実行した状態か、クライアントエー
ジェントをインストールした状態でマスタイメージを作成してください。

このいずれも実施していない状態で作成したマスタイメージを使用して、システムの一括展開（クローニン
グ）を実行すると個別情報設定（コンピュータ名やIP アドレスの変更など）に失敗します。

(2) ターゲットマシンのOSがLinuxの場合

システムの一括展開（クローニング）を行う場合、事前設定プログラムを実行した状態か、クライアントエー
ジェントをインストールした状態でマスタイメージを作成してください。

このいずれも実施していない状態で作成したマスタイメージを使用して、システムの一括展開（クローニン
グ）を実行すると個別情報設定（コンピュータ名やIP アドレスの変更など）に失敗します。

(3) 管理サーバ（デプロイメントサーバ）をアップグレードした際は、インストール済みのクライアントエー
ジェントもアップグレードしてください。

15. 15. セグメント越えのシステムの一括展開についてセグメント越えのシステムの一括展開について
セグメントを越えてシステムの一括展開（クローニング）を行うには、ネットワーク環境がマルチキャスト
プロトコルに対応している必要があります。
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16. Active Directory16. Active Directoryドメインコントローラのシステムのバックアップドメインコントローラのシステムのバックアップ//リストアリストア
Active Directoryドメインコントローラのシステムボリュームを対象としたバックアップ/リストア、およ
びクローニングはサポートしていません。

17. Active Directory17. Active Directoryドメインのメンバサーバのシステムのバックアップドメインのメンバサーバのシステムのバックアップ//リストアリストア
Active Directoryドメインのメンバサーバのシステムボリュームをリストア、およびクローニングした場合
は、システムの起動後にActive Directoryドメインへの再参加を行ってください。

また、ドメインに参加した環境でのSysprepコマンドの実行は推奨されていません。

18. BitLocker18. BitLocker等の暗号化ディスクボリュームへの対応等の暗号化ディスクボリュームへの対応
・BitLockerによる暗号化が施されたディスク/ボリュームのバックアップ/リストアは、全域バックアップ/
リストアに限り対応しています。システムの一括展開（クローニング）には対応していません。

・BitLocker以外のソフトウェアによる暗号化が施されたディスク/ボリュームのバックアップ/リストアに
は対応していません。

・CLEARSURE対応装置の暗号化HDDのバックアップ/リストアは可能です。

19. PRIMERGY FT/HA19. PRIMERGY FT/HAモデルを対象マシン（ターゲットマシン）とする場合モデルを対象マシン（ターゲットマシン）とする場合
PRIMERGY FT/HAモデル(注)を対象マシン（ターゲットマシン）とする場合は、下記ホームページの作業手順
および留意事項をご参照のうえご使用ください。

https://www.fujitsu.com/jp/software/scw/technical/tx200ft.html

注：FT/HAモデルは以下になります。

- PRIMERGY TX150FT S5, TX300FT S5, TX300HA S5

20. IPv620. IPv6を利用する場合の留意事項を利用する場合の留意事項
(1) 管理サーバ（デプロイメントサーバ）について

管理サーバ（デプロイメントサーバ）上にDHCPv6サービスを同居させる場合、対象OSはWindows Server 201
2、Windows Server 2012 R2、Windows Server 2016、Windows Server 2019、または、Windows Server 2022
である必要があります。

管理サーバ（デプロイメントサーバ）がこれ以外のOSの場合、DHCPv6サービスは別のサーバ上に必要となり
ます。

(2) 対象マシン（ターゲットマシン）について

IPv6を利用したPXE起動を行う場合は対象マシン（ターゲットマシン）がUEFIモードで動作している必要が
あります。BIOS互換モードではIPv6はご利用になれません。

21. 21. 管理サーバ（デプロイメントサーバ）を管理サーバ（デプロイメントサーバ）をHyper-VHyper-Vの仮想マシン上で利用する場合の留意事項の仮想マシン上で利用する場合の留意事項
(1) バックアップ/リストア実行中のライブマイグレーション、クイックマイグレーション、フェールオー
バーには対応していません。

(2) Hyper-Vレプリカ機能を利用している場合には、レプリケーション先で環境設定ツールを利用してIPア
ドレス、DHCPスコープの再設定を行ってください。

(3) インポート/エクスポートを行った場合には、インポート先で環境設定ツールを利用してIPアドレス、D
HCPスコープの再設定を行ってください。

22. 22. 管理サーバ（デプロイメントサーバ）を管理サーバ（デプロイメントサーバ）をVMwareVMwareの仮想マシン上で利用する場合の留意事項の仮想マシン上で利用する場合の留意事項
(1) バックアップ／リストア実行中のvMotionには対応していません。
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(2) VMwareのFT機能やDR機能を利用している場合には、復旧先で環境設定ツールを利用してIPアドレス、DH
CPスコープの再設定を行ってください。

(3) VMwareのクローニング機能（仮想マシンの複製）を利用した場合には、環境設定ツールでIPアドレスの
再設定を行ってください。

23. 23. 管理サーバ（デプロイメントサーバ）を管理サーバ（デプロイメントサーバ）をLinuxLinux仮想マシン機能の仮想マシン上で利用する場合仮想マシン機能の仮想マシン上で利用する場合
の留意事項の留意事項
(1) バックアップ/リストア実行中のライブマイグレーションには対応していません。

(2) Linux仮想マシン機能による仮想マシンの複製を利用した場合には、環境設定ツールでIPアドレスの再
設定を行ってください。

24. 24. ブートメディアについてブートメディアについて
ブートメディアは、Windows PEブートエージェントのみ利用できます。Linuxブートエージェントでは利用
できません。

25. 25. 排他ソフトについて排他ソフトについて
本製品は、下記製品と同時にインストール・使用できません。

・ServerView Resource Orchestrator Cloud Edition

・ServerView Resource Orchestrator Virtual Edition

・ServerView Resource Orchestrator Express

・ServerView Resource Coordinator VE Enterprise

・ServerView Resource Coordinator VE Standard

・ServerView Resource Coordinator VE Compactセット

26. PRIMEQUEST 400026. PRIMEQUEST 4000シリーズを対象マシン（ターゲットマシン）で利用する場合の留意事項シリーズを対象マシン（ターゲットマシン）で利用する場合の留意事項
PRIMEQUEST 4000シリーズをターゲットマシンとして利用する場合、PRIMEQUEST 3000シリーズ以前とは使用
方法が異なりますので、以下を参照のうえ利用してください。

(1) PRIMEQUEST側の事前設定

利用するPRIMEQUEST 4000シリーズの各パーティションについて、事前にBIOSセットアップユーティリティ
上で以下の設定を行ってください。

・「Configuration」-「PCI Subsystem Configuration」-「OpROM Scan Configuration」で、PXEブートに
使用するLANカードを取り付けたPCIスロットのOpRomを「Enabled」に設定してください。設定変更後、再起
動が必要です。

・「Configuration」-「UEFI Network Stack Configuration」で、「Network Stack」、「Ipv4 PXE Suppor
t」、「Ipv6 PXE Support」（使用する場合のみ）を「Enabled」に設定してください。

・「Boot」-「Boot Maintenance Manager」-「Boot Options」-「Change Boot Order」で、UEFI PXEの優先
順位をOSよりも上位に設定してください。

(2) Windows PE作成用ツールキット

バックアップ／リストアを行うOSがWindows Serverの場合、Windows PE作成用ツールキットの用意が必要で
す。 ユーザーズガイド「1.3.4 使用するうえで必要なツール」の記述に従って、以下のツールキットを入
手のうえ、Windows PEブートエージェントの作成を行ってください。

・Windows ADK for Windows 10、バージョン 2004

・Windows PE アドオン(ADK 用)、バージョン 2004

なお、バックアップ／リストアを行うOSがRed Hat Enterprise Linux、または、vSphere ESXiの場合は、製
品同梱のLinuxブートエージェントを使用しますので、Windows PEブートエージェントの作成は不要です。

(3) PRIMEQUEST パーティションの登録
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PRIMEQUEST 4000シリーズには、PRIMEQUEST 3000シリーズ以前のモデルとは異なりMMB（サーバ管理専用ユ
ニット）が搭載されていません。そのため、ユーザーズガイド「4.1.3 PRIMEQUESTパーティションの登録」
に記載の手順でPRIMEQUEST 4000シリーズを本製品のコンピュータとして登録することはできません。

PRIMEQUEST 4000シリーズのパーティションを登録する際は、各パーティションをPRIMERGYサーバと同様の
手順（ユーザーズガイド「4.1.2 PRIMERGYサーバ（ブレードサーバ以外）」を参照）で登録してください。

なお、コンピュータ設定（ユーザーズガイド「4.3.2 ハードウェア」）のリモート制御方法には「Magic Pa
cket」（LANカードがサポートする場合のみ）または「IPMI over LAN」を指定してください。

(4) バックアップ／リストア操作

PRIMEQUEST 4000シリーズのパーティションのバックアップ／リストア操作については、ユーザーズガイド
「第6章 物理マシンのバックアップ／リストア」に従ってください。

ビルトインバッチは従来と同様「@PRIMEQUESTバックアップ」「@PRIMEQUESTリストア」「@ディスク情報取
得」を使用できます。

27. 27. 前バージョン（前バージョン（V5.1V5.1）との差異について）との差異について
(1) 管理サーバ（デプロイメントサーバ）のサポートOS範囲の変更

以下は、管理サーバ（デプロイメントサーバ）の動作OSのサポート対象外となりました。

・ Windows Server 2008

・ Windows Server 2003 R2

・ Windows Server 2003

・ Windows 8

・ Windows Vista

(2) ターゲットマシンのサポートOS範囲の変更

以下は、バックアップ/リストア対象OSからサポート対象外となりました。

・ Windows Server 2008 (Itanium)

・ Windows Server 2008

・ Windows Server 2003 R2

・ Windows Server 2003

・ Windows Server 2003 (Itanium)

・ Windows 8

・ Windows Vista

・ Red Hat Enterprise Linux 5 (IPF)

・ Red Hat Enterprise Linux AS v.4

・ Red Hat Enterprise Linux ES v.4

・ Red Hat Enterprise Linux AS v.3

・ Red Hat Enterprise Linux ES v.3

(3) 初期構築に関する機能の廃止

以下のコマンドを廃止しました。

・ リモートOSセットアップ

・ BIOS更新/設定

・ RAIDセットアップ

・ パーティション作成

・ パーティション削除

・ パーティションアクティブ設定

・ パーティション表示/非表示設定

・ パーティションフォーマット
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(4) DOSに関する機能の廃止

以下の機能を廃止しました。

・ DOSブートエージェント

・ リカバリCD作成

・ FD起動

(5) Webコンソール機能の廃止

28. 28. 前版（前版（V6.0L23V6.0L23）との差異について）との差異について
(1) 対応機種の変更

ハードウェアのサポートが終了したPRIMERGY、PRIMEQUEST、法人向けパソコンの機種がサポート対象外とな
りました。

(2) ビルトインバッチのリストアコマンドのデフォルト値の変更

ビルトインバッチに含まれるリストアコマンドの「高度なオプション」－「NVRAM情報の復元」のデフォル
ト値を「変更しない」 から「復元する(推奨)」に変更しました。
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関連関連URLURL

お客様向けお客様向けURLURL

ソフトウェア（ソフトウェア（SystemcastWizard ProfessionalSystemcastWizard Professional））・・

本商品の詳細情報を掲載しています。
https://www.fujitsu.com/jp/software/scw/

ソフトウェア：富士通（ソフトウェアの一覧表（システム構成図）と各種対応状況）ソフトウェア：富士通（ソフトウェアの一覧表（システム構成図）と各種対応状況）・・

価格/型名の一覧（システム構成図）を提供しております。
https://www.fujitsu.com/jp/products/software/resources/condition/configuration/

ソフトウェア：富士通（インフォメーションソフトウェア：富士通（インフォメーション&&ダウンロード）ダウンロード）・・

「ライセンスについて、くわしく知る」の項で、富士通製ミドルウェア製品のライセンスに関する解説、サ
ポート期間などの情報を提供しております。
https://www.fujitsu.com/jp/products/software/information-download/
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